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≪3ヶ年

●WG

●山村

た人

●WG

的な

●WG

する

流域圏

木づか

森づく

山村ミ

部会の⽬標
会の 3 ヶ年

＜テーマ＞

年の目標≫ 

G の中で山村

村ミーティング

人間関係とを連

G の中で森づ

な方策を発信

G の中で木づ

る 

圏担い手づくり

かいガイドラ

くりガイドラ

ミーティング

平成 30

標とテーマ 

（平成 28～3

 

＞ 

村再生担い手づ

グや木づかいガ

連携させて、流

づくりガイドライ

信する 

づかいガイドライ

り事例集 

ライン 

ライン 

グ 

0 年度の

0年度）の活

づくり事例集に

ガイドライン等

流域が関わる

インについて、

インの策定を行

森林の適切な

流域圏として

矢作川の森の

山村再生を支

1 

の山部会
 

活動テーマを

について、より

等と WG の中で

るイベントを実施

矢作川や水源

行い、流域に

な管理は山村

て統一性のあ

の恵みが中下

支援する取組

の活動進

を以下に示す

＜解決手

り PR 力のある

で山村再生担

施する 

源かん養機能

における水平展

村再生が重要

る森林管理を

下流・海まで

組みへの参加

進捗報告

す。 

手法＞ 

るものにする 

担い手づくり事

能に配慮した森

展開を山部会構

。先ずは人づ

を行うためのガ

届くガイドライ

加・情報共有を

告 

事例集によって

森づくりの理念

構成メンバー

づくりに取り組

ガイドラインを作

インを作る。 

を行う。 

資
 

て築かれ

念と具体

ーで実行

組む。 

作る。 

資料２ 



 

 活動2．

活

第 46 回

（根羽

10 名参

第 47 回

（豊田

19 名参

第 48 回

（恵那

18 名参

第 1 回

（岡崎

43 名参

第 49 回

（岡崎

16 名参

第 50 回

（豊田

11 名参

平成 3

の会（

20 名参

 

動実績 

活動内容 

回ＷＧ 

） 

参加 

回ＷＧ 

） 

参加 

回ＷＧ 

） 

参加 

回合同部会 W

崎） 

参加 

回ＷＧ 

崎） 

参加 

回ＷＧ 

） 

参加 

0 年度まとめ

岡崎） 

参加 

日

5 月 18 日

～19 日

13:30- 

6 月 8 日

13:30-17

7 月 6 日

～7日（

14:00- 

WG 8 月 24 日

13:30-17

11 月 16

～17 日

14:00- 

12 月 7 日

～8日（

14:00- 

め 1 月 29 日

13:30-16

時 

日（金）

（土） 

根

老

「

（金） 

7:00 

豊

会

（金） 

（土） 

恵

明

会

日（金） 

7:00 

岡

市

日（金）

（土） 

額

「

集

日（金）

（土） 

豊

下

11

日（火） 

6:30 

西

7 階

第

2 

場所 

根羽村 

老人福祉施設 

「しゃくなげ」

豊田森林組合 

会議室 

恵那市役所 

明智振興事務所

会議室 

岡崎市宮崎学区

市民ホーム 

額田センター 

「こもれびかん

集会室 A・B 

豊田市 

下山交流館 

1 会議室 

西三河総合庁舎

階 

第 704 会議室 

」 

○平成

の予

○懇談

ルの

○テー

○テー

○故 

○新・

て 

○さく

告に

所 

○テー

○矢作

の治

共有

区 ○アサ

関す

○水質

○電気

質実

○矢作

変動

○植生

演習

ん」 

○テー

○岡崎

・第 9

況 

・水循

○テー

○豊田

○森林

様性

舎 ・今年

・山部

・次年

議

成29年度の山

予定について

談会の規約・

の見直しの必

ーマ別活動計

ーマ別進捗報

原田裕保氏

・豊田市 100

くしま陽春の

について 

ーマ別進捗報

作川流域（恵

治山事業・森林

有と意見交換 

サリの漁獲量

する研究事例 

質浄化に関す

気伝導率から

実態と流域構造

作川中流域の

動と他河川と

生遷移に伴う

習林における事

ーマ別進捗報

崎市の森づく

9 回矢作川森

循環施策に関

ーマ別進捗状

田市の森づく

林路網の設置

性について（根

年度の活動進

部会 9 年間の

年度の活動計

※

議題 

山部会の成果

て 

懇談会の運

必要性について

計画について 

報告・意見交換

氏をしのぶ 

0 年の森づく

のエコツアー

報告・意見交換

恵那農林事務

林譲与税に関

量減少と海の

 

する最近の研究

らみた矢作川

造の特徴 

の水質 ―水

の比較― 

う水質の変化

事例― 

報告・意見交換

りの進捗報告

森の健康診断

関する進捗報告

状況・意見交換

りのための人

置が及ぼす植

根羽村） 

進捗報告 

の実績と成果 

計画 

※参加人数は事

 

果と今年度

営サイク

て 

換 

りについ

の結果報

換 

所管内）

関する情報

栄養塩に

究事例  

本川の水

質の長期

 ―東大

換 

告 

断の実施状

告 

換 

人材育成 

物種の多

事務局含む 
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成果①：こ

成果②：

成果③：流

成果④：事

 

 

成果①：流

成果②：矢

成果③：

 

 

 

流域圏

山村ミ

部会 平成

これまでに作

先の団体と取

行った。新た

なイベントにな

漁獲量の減少

的な意見交換

となったため、

昨年度につづ

流域の発展に

流域圏担い手

体、川に関係

問し、レポート

事例集作成に

年度も実施す

流域の林業の

つかむため、

豊田森林組合

流域林業担い

職問題実態調

終え、中間と

準備を開始し

矢作川感謝祭

林組合が一堂

また、東幡豆

環境を考える

トヨタ財団の補

関するアンケ

森林文化アカ

健康診断報告

圏担い手づくり

ミーティング 

成 30 年度

作成した流域圏

取材者を対象と

たな発想の展開

なった。また、

少（特にアサリ

換が行われた。

、別途合同部

づき川部会の

に寄与する団体

手づくり事例集

係する 7 団体、

トの作成を行っ

に関わった取

することになっ

の担い手がお

昨年度につづ

合、岡崎森林組

い手 100 人ヒ

調査）を行った

りまとめを行っ

した。 

祭では、根羽村

堂に会して森づ

豆漁協が海の生

る機会を提供し

補助金を利用

ケートを行った

カデミーと協働

告会の中で発

 

り事例集 

度の活動成

圏（山村再生）担

とした交流会を

開や人間関係

川や海部会の

リ）においては

。意見交換は

部会を設置し、

のテーマである

体の取材を行

集を作成するた

海に関係する

った。 

材先と取材者

た。 

かれている実

づき根羽村森

組合の林業作

ヒヤリング（矢作

た。今年度は

った。また、次

村、恵南、豊田

づくりや木づか

生き物を展示

した。 

用して、岡崎森

た。アンケート

働してデータ整

発表した。 

4 

成果 まとめ

担い手づくり事

を昨年度につ

係を育む場と

の出席者も加

はそれぞれの立

は、時間の都合

再検討するこ

る地先モデル

行った。 

ため、山に関係

る 1 団体合計

者を中心とした

実態の把握と改

森林組合、恵南

作業班を中心

作川流域林業

は半数を超える

次年度のヒヤリン

田、岡崎の流

かいの PR 活

示し、参加者に

森林組合員の

結果について

整理を行い、お

め 

事例集の取材

つづき 4 月に

して、有意義

加わり、近年の

立場から積極

合上消化不良

ことになった。 

ルと協働して、

係する 11 団

計 19 団体を訪

た交流会を次

改善の糸口を

南森林組合、

とした矢作川

業就労中堅離

るヒヤリングを

ングに向けた

域 4 つの森

活動を行った。

に海の生物や

の山林管理に

ては、岐阜県

おかざき森の

材

極

訪

離

た

森

事例

取材時の

流域の

山林管

例集交流会の様

の様子（愛知・

の森林組合の集

管理に関する報

 

 

様子 

川の会） 

集合写真 

報告会 



 

 

成果①：新

 
成果②：森

 
成果③：

 
成果④：矢

 
成果⑤：森

 

森づく

新豊田市 100

しい森林区分

と目標の再設

たに追加され

森林保全のル

み、特に⑥に

れた。 

森林環境譲与

報をWG内で

が自ら森林管

け、意欲と能

れた。また、林

水源の森林づ

れた。 

岡崎市が国か

すべての市民

合意形成を図

方針であるこ

環推進協議会

からさまざまな

ポジウムで岡

矢作川流域市

推移について

換を行った。 

森づくりに関す

かわエコ薪、神

くりガイドラ

0 年の森づくり

分（ゾーニング

設定 ③人工林

れた概念）の導

ルールの新規

については、重

与税と新たな森

で共有した。新

管理ができない

力のある林業

林野庁は、平成

づくりガイドブ

から交付される

民が納得のい

図るための環境

ことがわかった

会は、国をリー

な支援を受け

崎市からの報

市村における平

て情報共有を

するフィールド

神殿の森づく

 

ライン 

り構想の概要

グ）の設定 ②人

林の目標林型

導入 ④木材生

規設定 ⑥森づ

重点的に予算

森林管理シス

新たな森林管理

い場合、市町村

業経営者に繋

成 29 年度、3

ックを発行す

る森林環境譲

いく利用は難し

境教育や、林

た。また、岡崎

ードする協議会

けている。今年

報告があったこ

平成 20 年度

を行い、各地域

ドワークを行っ

くり会議など）。

5 

要について、6

人工林の整備

型の設定と将来

生産・流通の低

づくり人材の育

算をあてることが

ステムについて

理システムは、

村が森林管理

繋ぐ制度である

30 年度の 2

する予定である

譲与税の使い途

しいとしながら

林業の普及啓発

崎市で設置され

会として認めら

年度は東京で開

ことが周知され

（2008）以降の

域の実状につ

った（根羽村水

 

つの柱（①新

備状況の評価

来木施業（新

低コスト化 ⑤

育成）で取り組

が情報共有さ

て、最新の情

、森林所有者

理の委託を受

ることが周知さ

カ年計画で、

ることが周知さ

途について、

らも、市民との

発に取り組む

れている水循

られており、国

開かれたシン

れた。 

の間伐面積の

ついて意見交

水源の森、み

新

新

組

者

ン

交

豊田市の林

岡崎市の林

岐阜県の林

神殿の森

林業政策に関す

林業政策に関す

林業政策に関す

森づくり会議現

 

 

する情報共有 

る情報共有 

する情報共有 

現地視察 



 

 

成果①：木

布

 

成果②：根

 

成果③：矢

 

木づか

木づかいガイ

の原稿作成の

布し、木づか

答をいただい

根羽村森林組

程度開催した

外でのイベン

矢作川感謝祭

枝払いや玉切

根羽村森林組

森林組合）は

た。 

いガイドライ

イドライン策定

のための依頼

かい事例、木づ

いた市町村への

組合では、木づ

た。そのうち、

ントへ出展した

祭では、豊田森

切りを実演した

組合は動く木

は木の想いを

 

イン 

定に向けて、「さ

頼書について、

づかい活動等

の取材を行う予

づかいに関す

半分程度は東

た。 

森林組合が高

た。また、恵南

木のおもちゃ、

歌にして流域

6 

さあ～しよう」

、実際に流域

等の回答を得た

予定である。 

するイベントを年

東京スカイツリ

高性能林業機

南森林組合はマ

岡森フォレス

域市民に木の

という提案型

域市町村に配

た。今後は回

年間 45 箇所

リーなど流域

機械を用いて、

マイ箸づくり、

スターズ（岡崎

の想いを届け

配

所

域

崎

矢作川感謝祭

三河湾大感謝

祭における木づ

謝祭における木

 

 

づかい推進 

木づかい推進 



 

 3.1 

3.1.1 

 事（1）

深めるこ

① 今年度

・事例集

・開催地

の減少

果をもと

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○懇談会

○流域全

 

 川（2）

① 今年度

・流域圏

・事例集

がみられ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○イベン

○取材者

参加

今年度の活

 流域圏担

事例集の取

とをめざし

度の活動内容

集交流会 2018

地が佐久島で

（特にアサリ

とに議論して

の課題 

会メンバーす

全体のイベン

川部会、海

度の活動内容

圏担い手づく

集交流会の参加

れた。 

の課題 

ント（事例集

者の若返りを

加者による発表

取材

活動方針に

担い手づくり

取材者、取材

した事例集

容 

8 を開催し、

あったことか

）の話題では

はどうかとい

べてに関心を

トとするため

海部会を巻き

容 

り事例集のメ

加者や山部会

交流会 2019

めざした持続

表① 

者を募集する

に対する進捗

り事例集 

材先、流域

交流会を 4

参加者による

から、川部会

は、山側と海

いう提案があ

を持たせる発

め、ひきつづ

き込んだ流

メーリングリ

会ＷＧに参加

等）を活用し

続可能な組織

参加

メール 

7 

捗状況と具

域圏懇談会

4 月に実施

る活発な意見

会や海部会所属

海側の認識に違

あがり、合同部

発信方法の検討

づき地域持ち回

流域全体の担

ストを活用

加した信州大学

した新たな取

織づくり 

加者による発表

具体的な解決

会、読者のネ

施する。 

見交換が行わ

属のメンバー

違いがみられ

部会開催に発

討 

回りによる交

担い手を発

し、取材者を

学の学生が取

取材者と活動

表② 

取材時の交流

決策の検討

ネットワー

れ、有意義な

ーも多数参加

れた。このこ

発展した。 

交流会の実施

発掘する活動

を広く募集し

取材者に申し

団体の募集 

夜の

流による新たな

討・提案 

ークをいっ

なイベントに

加した。三河湾

ことで、学術的

施 

動とする。

した。 

し込むなど、新

 

の意見交換の様

な人間関係の構

 

 

そう広げ、

になった。 

湾の漁獲量

的な研究結

 

新たな動き

様子 

構築 



 

3.1.2 

 森（1）

① 今年度

・現時点

今後のヒ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○調査結

○8月～

 

 矢（2）

① 今年度

・今年度

・東幡豆

えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○矢作川

○流域市

森の健康

流域の

 山村ミー

森林組合作

度の活動内容

点で取材対象

ヒヤリングの

の課題 

結果の効果的

～9月における

矢作川感謝

度の活動内容

度は、流域内

豆漁業協同組

の課題 

川感謝祭への懇

市民への発信

康診断報告会

の森林組合の集

ーティング 

作業班を中心

容 

の半分以上が

準備を行って

な報告方法

るイベントの

謝祭を流域全

容 

の全ての森林

合（石川組合

懇談会メンバ

手法の検討 

の様子 

集合写真 

心とした 1

が終わり、デ

ている。 

（対象者）の

開催 

全体のまつ

林組合が一堂

合長）より海

バーの参加方

山林

流域の最

8 

00 人ヒヤ

データの整理や

の検討 

つりと位置づ

堂に会し、流域

海の生き物が展

方法の検討 

林管理者との懇

最上流部の木づ

リングを進

や補助金の窓

づけ、さら

域市民に森づ

展示され、市

 

懇談 

づかい推進 

進める。 

窓口への中間

らに発展させ

づくりや木づ

市民が流域を

山

流域の最下

間報告を行うと

せていく。

づかいを伝えた

を意識するきっ

山村ミーティン

下流部の海の生

 

 

とともに、

 

た。 

っかけを与

ング 

生き物の展示 



 

3.1.3 

 矢（1）

理者、沿

とした「

① 今年度

・流域市

ついて総

・合同部

した。 

・森づく

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○矢作川

者、流域

の作成 

 

 森（2）

町村の森

目指す。

① 今年度

・国の森

課題が明

・国の新

林管理の

・林野庁

・平成 30

共有と意

岐阜県の林

 森づくりガ

矢作川流域

岸漁業者、

森づくりガ

度の活動内容

市村の間伐面積

総合的な検討

部会では、流

くりガイドラ

の課題 

川流域の森林

域住民にわかり

森林経営管

森林施策の着

 

度の活動内容

林譲与税に対

明らかとなっ

新たな森林管

の委託を受け

庁から「水源

0年 3月に策

意見交換を行

矢作川

業政策に関す

ガイドライン

域が直面し

流域市民

ガイドライ

容 

積の推移を示

を行った。 

域上下流の物

インの作成に

が直面してい

りやすく示し

管理法、森林

着実な進行

容 

対する県市町

た。 

理システムに

、意欲と能力

の森林づくり

策定された新

った。 

川流域市村の間

る情報共有 

ン 

ている課題

民にわかりや

ン」作成に

示し、社会的

物質循環を科

については、

いる課題と、

し、広く共通認

林環境譲与

行を後方支援

町村の使い途に

に関する情報

力のある林業

りガイドブッ

・豊田市 100

間伐面積の推移

国の新た

9 

題と、その

やすく示し

に取り組む

な背景（国や

科学的に報告

ガイドライ

その解決に向

認識を形成す

与税などの

援し、流域

について、地

報（森林所有者

業経営者に繋

ック」が発行す

0年の森づく

移 

たな動きの情報

の解決に向け

し、広く共通

む。 

や県市村の林

し、河川管理

ン策定のあと

向けた具体的

することを目的

の国の新たな

域圏全体と

地域持ち回りの

者が自ら森林

ぐ制度）が周

する予定であ

り構想につい

 

合同部会

報共有（森林環

けた具体的

通認識を形

林業政策）、気

理者や沿岸漁

との利活用に

的な提案を、

的とした「森

な動きを踏

して調和の

の WG において

林管理ができ

周知された。

あることが周

いて、今後の

会における報告

環境税・新たな

的な提案を

形成するこ

気象などの物理

漁業者の議論の

について意見交

河川管理者、

森づくりガイ

踏まえつつ

のとれた森

て、地方自治

ない場合、市

 

周知された。 

の取り組みにつ

告 

な森林管理シ

 

 

、河川管

とを目的

理的要因に

の場を提供

交換を行っ

、沿岸漁業

ドライン」

、流域市

づくりを

治体の方針・

市町村が森

ついて情報

ステム） 



 

② 今後の

○国の新

 

 水（3）

て、矢作

① 今年度

・岡崎市

り基本法

みの報告

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○岡崎市

○森林の

ップ 

の課題 

新たな動きを

水循環基本

川流域にお

度の活動内容

市では、条例

法に定められ

告がされたこ

の課題 

市の取り組み

の雨水浸透能

ふまえた、流

本法で定め

おける関係

容 

に基づいて水

た協議会とし

とが周知され

の情報共有 

力又は水源涵

流域市町村の

られた森林

省庁や自治

水循環推進協

して認められ

れた。 

涵養能力の整

 

国をリー

10 

の森林施策の後

林の雨水浸

治体の対策

協議会が設置

れている。今年

整備に関する、

ードする岡崎市

後方支援 

浸透能力又は

策をフォロー

されており、

年度は東京で

、矢作川流域

市の水循環施策

は水源涵養

ーアップす

国の内閣府

でのシンポジ

域における地

策 

養能力の整備

する。 

府水循環施策推

ジウムにおいて

地方自治体のフ

 

 

備につい

推進本部よ

て、取り組

フォローア



 

3.1.4 

 流（1）

ン」を作

① 今年度

・流域の

ンケート

幸田町な

ている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○矢作川

○矢作川

 木づかい

流域内の身

成する。 

度の活動内容

の国の機関、

トを送り、回答

など）。現在、

 

の課題 

川流域圏の国

川流域圏の国

木づ

いガイドライン

身近な木を利

容 

自治体等を対

答を得た（長

多くの地域で

や県、地方自

や県、地方自

かいガイドラ

ン 

利用した木

対象に、県産

長野県平谷村

で取り組まれ

自治体に対す

自治体に対す

イン作成に向

11 

木づかいが推

産材（地域材）

、岐阜県恵那

れている事例

する木づかいに

する木づかいに

けた情報収集

愛知県

愛知県豊田

推進される

）における木

那市、愛知県

例を整理し、こ

に関する事例

に関するヒア

集（左：アンケ

岐阜県恵

県安城市（長野

田賀茂農林水産

るように「木

木づかい事例

岡崎市、安城

これらの地域

例収集 

アリング・と

ート、右：回

那市の木づか

野県根羽村）の

産事務所（豊田

木づかいガ

例・木づかい活

城市、西尾市

域への取材の準

りまとめ 

回答） 

かい推進事例 

の木づかい推進

田市）の木づか

 

 

イドライ

活動等のア

、碧南市、

準備を行っ

進事例 

かい推進事例 



 

 矢（2）

切さを伝

① 今年度

・今年度

とか活用

の活用を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○矢作川

「矢作川

○懇談会

 

 （3）

体」・「

であり、

関係者に

① 今年度

・矢作川

・東京

国の流域

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の

○矢作川

流域ものさ

矢作川の流

えるアイテ

度の活動内容

度は、ものさ

用できないか

を望む声が聞

の課題 

川の流れを絆

川流域ものさ

会内外への普及

「矢作川流

水を使うも

こうした思

向けて発信

度の活動内容

川の流域思想

（スカイツリ

域関係者や世

の課題 

川流域の取り

し（H28 全体

源流の森（

流れを絆と

テム「矢作

容 

しの制作を含

と模索してい

かれた。現在

として、個人

し・私の流域

及 

流域ものさ

ものは自ら

思想と共に

信する。 

容 

の例として、

ーや府中市）

界の子供たち

組みの全国発

体会議配布） 

（分収育林） 

して、個人

作川流域もの

含め地域部会

いる。市民部

在、ものさし

人の思い入れ

域物語」の推

し・私の流

水をつくれ

にある矢作川

安城市と根

での木づか

ちに向けて、

発信に向けた

水深

12 

人の思い入

のさし・私

会や市民部会で

部会では、矢作

しづくり冶具の

れを込めて流域

推進 

流域物語」

れ」といっ

川流域圏懇

根羽村が共同管

かいライブスギ

日本の木の魅

た手法の検討 

深や河床材料の

東京スカイ

入れを込めて

私の流域物語

での議論はで

作川流域の共

の提供と併せ

域が一体とな

の理念とは

った全国に

懇談会の取

管理（分収育

ギダラキャラ

魅力や矢作川

の計測 

イツリーで開催

て流域が一

語」をすす

できなかった

共通アイテム

せて、普及を

なることの大

は、「流域

も通用する

り組みにつ

育林）する 48

ラバン（木育

川の水を大切

生物

（出典

催された根羽村

一体となる

すめる。 

たが、部会員の

ムとして、流域

を模索している

大切さを伝える

域はひとつ

る矢作川の

ついて、全

8ha の森林を

育キャラバン）

切にする流域思

 

物の大きさの

典：TOKYO SKYT

村の木づかい推

 

 

ことの大

の多くが何

域ものさし

る。 

るアイテム

運命共同

流域思想

国の流域

を見学した。 

）では、全

思想を発信

計測 

REE HP） 

推進 



 

 （4）

ダラキャ

る市民創

① 今年度

・年間約

有者と下

山活用モ

 

【今年

 （流

   

  

   

長野県

愛知県

 

② 今後の

○「私の

育キャラ

 

 木（5）

させる。

① 今年度

・本年度

る「本箱

用すべり

後も継続

やプレイ

画してい

・根羽村

 

② 今後の

○矢作川

○「動く

 

 

「私の流域

ラバン(木

造型・労働

度の活動内容

約 45回、「木づ

下流域の市民

モデルを根羽

年度の木づか

流域圏内） 

長野県根羽

（流域圏外） 

東京都墨田

県長野市、松

県名古屋市、

の課題 

の流域物語」

ラバン）」を実

木づかいを

 

度の活動内容

度も、特に子

箱」や「わっぱ

り台」の試作

続して流域内

イスメイキン

いる。 

村森林組合と

の課題 

川感謝祭や懇

くおもちゃ」

域物語」に記

木育キャラバ

働参加型・

容 

づかいライブ

が連携・参画

村で計画した

い推進開催地

村、愛知県豊

区、中央区、

本市、飯田市

鳥取県鳥取市

に記載された

実施 

を通して、矢

容 

どもたちに人

ぱ」づくりの

等、ユーザー

で実施する木

グ）等をきっ

豊田森林組合

談会で培われ

の設置個所の

記載された

バン)」の実

課題解決型

ブスギダラキ

画して、魅力

た。 

地】 

豊田市、安城

府中市、山

市、売木村、

市、島根県浜

た物語に関わ

矢作川の流

人気のある「

の体験が人気

ーに喜ばれ、

木づかい推進

っかけとして

合の協働によ

れた流域のす

の増設（森林

13 

た物語に関わ

実施や、個

型プロジェ

ャラバン（木

力的で何回も来

城市、蒲郡市 

山梨県小菅村、

 

浜田市 

わる場所等での

流域材を活用

「動く木のお

を博した。ま

かつ安全で使

進（「木づかい

て、こうした木

よる「動く木の

すべての森林組

林組合間での技

わる場所等

個人の思い入

クトを実施

木育キャラバ

来たくなるよ

、 

の「木づかい

用した楽し

もちゃ」の展

また、アルミ

使いやすい木

ライブスギダ

木のアイテム

のおもちゃ」

組合の協働に

技術の共有）

木づ

等での「木づ

入れを尊重

施する。 

バン）」を実施

ような森林空

いライブ・ス

しい「木のあ

展示や、身近

製品と木材の

木のアイテム

ダラキャラバ

ムを市民に紹

の常設を果

による木づか

 

づかいライブ・

づかいライ

重した木づ

施した他、里山

空間を作り出す

スギダラキャラ

ある暮らし

近な生活空間で

のコラボによ

ムを開発した。

バン（木育キャ

紹介し定着させ

果たした。 

かい推進 

・スギダラキャ

 

 

ブ スギ

かいによ

山の森林所

す新たな里

ラバン（木

し」を定着

で利用でき

より、「幼児

。現在、今

ャラバン）」

せたいと計

ャラバン 
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 次年1．

来年

ひきつ

て、フ

 

 テー2．

 2.1 

・事

指し

・川

・こ

現段

・事

 2.2 

・ 

中で

 ①

 ②

 ③

 

 2.3 

・

岸

ガ

・

の

・

に

 

年度の活動
年度は、9 年

つづき情報共

フィールドワ

ーマ別の活
流域圏担い

事例集の取材

した事例集交

川部会、海部

これまでの事

段階での事例

事例集の活用

山村ミーテ

矢作川流域の

で、 

①矢作川流域

②有識者と当

③矢作川感謝

森づくりガ

矢作川流域の

岸漁業者、流域

ガイドライン」

森林経営管理

の着実な進行を

水循環基本法

における関係省

山部

動⽬標 

間の取り組み

共有と意見交

ワークを開催

活動⽬標 

い手づくり

材者、取材先、

交流会を 5月に

部会を巻き込ん

事例集づくりで

例集づくりの成

方法と、今後

ティング 

の森づくり・

域林業担い手

事者の意見を

謝祭への参加を

ガイドライ

の森林が直面

域住民にわか

」作成に取り

理法、森林環

を後方支援し

法に定められ

省庁や地方自

 

部会の設立

みの成果をと

換を行う。ま

する。 

事例集 

流域圏懇談

に実施する。

んだ流域全体

で得られた情

成果をまとめ

後の事例集づ

木づかい担

100 人ヒヤリ

を発表しても

を懇談会や流

イン 

面している課

かりやすく示

り組む。 

環境譲与税な

し、流域圏全

れた森林の雨

自治体の施策

30 

立 10 年

りまとめる

また、WG は

談会、読者のネ

 

体の担い手を発

情報と、取材

める。 

づくりの方向

担い手を考える

リングの結果

もらう。 

流域関係者に

課題と、その解

示し、広く共通

などの国の新た

全体として調和

雨水浸透能力又

策をフォローア

目の活動

とともに、こ

これまで通り

ネットワーク

発掘する活動

材先団体のカテ

性について検

るシンポジウ

を報告する。

呼び掛ける。

解決に向けた

通認識を形成

たな動きを踏

和のとれた森

又は水源涵養

アップする。

動計画 

これまでの 4

り地域持ち回

クをいっそう

動とする。 

テゴリーや団

検討する。 

ウムを山部会

 

 

た具体的な提

成することを

踏まえつつ、

森づくりを目指

養能力の整備

 

つのテーマに

回りで行い、必

広げ、深める

団体間の関係

会として開催す

提案を、河川管

を目的とした

流域市町村の

指す。 

備について、矢

 

 

について、

必要に応じ

ることを目

係を整理し、

する。その

管理者、沿

「森づくり

の森林施策

矢作川流域



 

 2.4 

・

イ

・

イ

・

の

る

・

（

・

ェ

木づかいガ

平成 30 年度

ン」作成のた

矢作川の流れ

テム「矢作川

「矢作川流域

のは自ら水をつ

る矢作川流域圏

「私の流域物

（木育キャラバ

個人の思い入

ェクトについて

ガイドライ

度に流域市町

ための取材を

れを絆として

川流域ものさ

域ものさし・

つくれ」とい

圏懇談会の取

物語」に記載さ

バン」を実施

入れを尊重し

て根羽村をモ

イン 

町村から収集し

を行う。また

て、個人の思

さし・私の流

私の流域物語

いった全国に

取り組みにつ

された物語に

施する。 

した里山にお

モデル地区と

31 

した木づかい

、ひきつづき

思い入れを込め

流域物語」をす

語」の理念と

に通用する矢作

いて、全国の

に関わる場所

おける木づかい

して実施する

いの取り組み

き木づかいの

めて流域が一

すすめる。 

とは、「流域は

作川の流域思

の流域関係者

所等での「木づ

い市民創造型

る。 

事例を参考に

の取り組み事例

一体となるこ

は一つ、運命

思想であり、

者に向けて発信

づかいライブ

型・労働参加

に、「木づかい

例を収集する

との大切さを

命共同体」・「水

こうした思想

信する。 

ブ・スギダラキ

加型・課題解決

 

 

いガイドラ

る。 

を伝えるア

水を使うも

想と共にあ

キャラバン

決型プロジ


